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   Welcome to Atelier Kids Park!! つくろう “ゲンキ” Energy! 

「繋がりを広げるために大切なこと」 

晩夏の頃になりましたが、まだ額に汗が滲むような蒸し暑い日々が続いております。この時期によく

見聞きするのが、テレビ番組での怪談特集や、書店でのおばけ絵本コーナーです。その影響か、幼稚

園では子ども達から「おばけ」という言葉を聞くことが増えました。それに因んで、今回は、おばけの出

る絵本を１冊取り上げさせていただきますと共に、子ども達が自身と他の人や物との繋がりを広げて

いく上での困難と、私達大人ができる対応について考えようと思います。 

 

●絵本『きれいなはこ』と子ども達の姿 

家庭内での人や物との関わりから一歩踏み出し、他の場所で他者や物との繋がりを持ち始めると、

今までと違った子どもの姿が見え始めます。新しい世界の中では楽しい事が沢山ある一方で、社会の

ルールや人間関係の築き方を知らないために困難も多いものです。例えば、物を壊してしまったり、お

友達と喧嘩をしてしまったり・・・。大人はそんな様子を見て、「物は大切に扱おうね」、「おもちゃをお友

達と一緒に使うのはどう？」等様々な声掛けを行い、子ども達はそうした言葉から１つ１つ「良い事、悪

い事、折り合いの付け方」等を学んでいきます。 

大切なことを伝える手段は他にもいくつかありますが、次にその内の１つを紹介いたします。 

 

せな けいこさんの作品『きれいなはこ』（出版社：福音館書店）は、ご存じの方も多いのではないで

しょうか。１つのきれいなはこを、ねこちゃんとわんちゃんが同時に見つけ「自分が先！」と取り合い、

ついにはお互いに手が出てしまいます。そんな二匹を見かねて、箱の中から出てきたおばけが二匹

の姿を変え、おばけの世界に連れていく、という少し怖い結末です。しかし、僅か数ページのお話で

「良くないことをすると大変なことになる」という事が意識できます。 

絵本やお話は、空想という“もしもの話”を疑似体験する材料です。だからこそ、

長々とした説明や叱る言葉も無く、大切な事が伝わります。 

 

実はこのお話だけでなく、多くの“怖い話や怖い絵本”等には、子どもに伝えたい教訓がしっかりと

含まれているのです。子どもは意外と怖い話が大好きで、おばけの出てくるお話の内容は不思議とよ

く覚えているのです。 

 

●子どもは試行錯誤しながら学んでいく 

発達面や精神面でまだ幼い子ども達は、言葉や相手への思いやりによる意思疎通や相互理解が

難しいものです。そのため、似たような内容で何度も言い争ったり、いくつものトラブルを起こしてしま



＜お問い合わせ等＞  「 遊びを通して 頭と心と体を たくましく育てる 」 

ｐroduced  by  総幼研メソッド の 幼稚園型認定子ども園 天 使 幼 稚 園 
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“一生のうちに「大好き」といえる絵本と

出会うことが出来る子どもは幸せです。” 

と、ある児童書の専門家の講演を聞いた

事があります。子どもと向き合い、一冊

の絵本を読み終えた喜びや満足感を楽

しんで頂ける様、毎回このコーナーで絵

本を紹介させていただきます。 

『だるまさんが①』 出版社/ ブロンズ新社  

定価（本体 ８５０ 円 +税）  かがくい ひろし 作 

“だるまさんが～”というフレーズと共に、 

出てくるだるまが様々な動き、表情を 

見せてくれます。お子様だけではなく、 

大人もクスッと笑えるような一冊です。 

ったりすることも多々あります。その時、「何回伝えても分かってくれない」、「どうしてそんなことばかり

するのだろう」等と、つい大人は悲観的に捉えてしまいがちで、次第に、全ての問題から遠ざけようと

したり、先回りして未然に防ごうとも思ってしまいます。 

けれども子どもの起こすトラブルは、子どもがその繋がりを試行錯誤しながら広げている証拠でもあ

ります。また、子どもは自ら試し、それに対して周囲の反応や状況という結果を基に、体験的に１つ１

つの学びが身についていくものです。 

大きな怪我や事故にならないよう注意し、対策をとることは必要ですが、そうしたリスクのない場合

には見守り、失敗してしまった時には次に繋がる言葉をかけ、集団生活に身を置くために必要な学び

の芽を、伸ばしていけたらと思います。 

 

また、昔の人はよく「お天道様が見てるよ」、「嘘をつくと閻魔様に舌を抜かれるよ」等と、子ども達に

言いました。最近では、傍若無人な人の様子がよくニュース等で取り上げられ、昔と比べ地域社会と

の繋がりが希薄になったことが原因ではないかと言われています。そんな現代だからこそ、先の項目

で挙げた“おばけ”に限らず、昔の人の言葉にもよく出てくる超越的かつ俯瞰的な存在をもとに、「自分

の行いは必ず誰かに見られている」という意識を持つことも、これから子ども達が成長し、繋がりを広

げていく上で重要なことではないでしょうか。 

 

＜ 絵本のコーナー ＞            いいものみつけたっ！～おすすめの絵本編～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 今後の子育て応援イベント予定 ＞ ※感染症予防対策として、お休みしています！ 

 天使幼稚園ホームページ「子育て応援メニュー」にて、最新情報をお知らせしております。 

９月１７日（金）※予定 

キッズパーク⑥ 

１５：００ ～  

〇 要予約 参加無料 

〇 定員 ： 親子１２組 

９月２１日（火）※予定 

ママ＆カキラ⑤ 

１０：００ ～ １１：００ 

〇 要予約 参加費 1,000円 

〇 定員 ： 親子７組 

９月２２日(水)※予定 

子育て絵本トーク⑥ 

１０：３０ ～  

〇 要予約 参加無料 

〇 定員 ： 親子７組 

※各イベント要予約。ご予約は、お電話(084-923-1949)もしくは子育て応援メニュー「エントリーする」へ！ 
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